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　島根県雲南市。人口約4万人の町で、のべ6,000人近い

観客を動員している市民劇がある。出演者も裏方も公募制。

年代は小学1年生から70代まで幅広く、演劇初挑戦という

人も多い。

　募集の際に決まっているのは大まかな題材程度で、具体

的な中身は参加者たちの意見交換の中で形になっていく。

議論を通して、参加者の距離も縮む。市民劇がきっかけで

雲南市に移住してきた人や、参加者同士で結婚したカップ

ルもいるそうだ。市民劇は、仕事や学校、家庭に次ぐ「三

つめの場所」になっている。

　作・演出を担当している亀尾佳宏さんは、最新作「Takashi」

で若手演出家コンクール2014（主催：日本演出者協会）の

最終候補4名に選ばれた。本職は高校の国語の先生。演劇

部の顧問として、部を何度も全国大会に導いている。市民

劇に携わるようになったのは2012年から。「ここは演劇を

やる機会も場所も少ない土地だから、経験や年齢を問わず

広く集めてみよう」と公募制を採った。

　亀尾さんは、大学時代を大阪で過ごした。島根に戻って

きたとき、もうお芝居はできないと思っていたそうだ。市

民劇の参加者や高校の教え子の中にも、夢を叶えるため東

京に行きたいという子がいる。でも、「田舎ではやりたい

ことができないのだろうか」という疑問がずっとあった。

「いろんな要因でお芝居を仕事にすることができなかった

人も、お芝居をつくったり観たりする楽しみを丸ごと諦め

る必要はないはず」と亀尾さんは言う。「地元にいても、

別の仕事をしながらでも、やりたいことができるというこ

とを見せたい」。

　目指すのは、お芝居を観るために島根に来てもらうこと。

「その場所に行かないと観られないお芝居が日本中にあっ

たら、きっと、もっと面白いと思うんです」。

SANZUI  ぱっしょん この場所で、みんなでつくる ～雲南市民劇～

若き実演家の未来 アートディレクターの眼

能楽のフライヤーは、「能面」の写真が出てくるの
が一般的で、古典芸能的なイメージが強いのです
が、このように斬新なイラストレーションで展開し
てくれると、ちょっと興味が湧いてくるし、行きたく
なる（そこが重要）。しかも今回は「能装束体験」な
どもあり、初心者にはバッチリな公演のようです。

元々、東京都交響楽団のシンボルマーク（左上にあ
る、赤と青が重なったマーク）が好きなのですが、
そのシンボルマークの色やラインを生かしながら
デザインしている所が好きです。クラシック音楽に
興味のない人も行きたくなるのでは？ 要素が多い
のに、スッキリと見せるデザイン力も素晴らしいです。

体感する能「咸陽宮」
2015年6月27日（土）／宝生能楽堂
アートディレクション：中村慎一
ビジュアル：福井利佐（切り絵アーティスト）

東京都交響楽団 定期演奏会
2015年5月13日（水）／東京文化会館
5月29日（金）／サントリーホール
デザイン：Glanz 大溝裕

最近色々な公演のフライヤーが面白くなってきている。
ここでは5月から8月に上演される、劇団・ダンス・演奏会などのフライヤーの中から、
ちょっと気になるものを、本誌アートディレクターが選んでみた。

新村則人＝アートディレクター。1960年生まれ。主な仕事に資生堂、無印良品、エスエス製薬、東京オリンピック招致など。JAGDA・東京ADC会員。

　ものごころついたときから歌手になり

たかった。小学校4年生からオーディショ

ンを受け続け、中学1年生でＡＫＢ48研究

生に合格。イベントで「天城越え」を熱

唱したことが演歌歌手としての道を拓い

た。「ＡＫＢ48の中で『歌と言えば岩佐』

と言われる存在でありたい。演歌歌手と

して頑張って、歌手志望の後輩に希望を

与えられたら」。Jポップとはひと味違う

演歌の世界観をどう表現すればいいか、

日々勉強している。「もう二十歳になった

のだから、演歌で歌われるような大人の

女性らしさを少しずつ身につけていけた

らいいな」。演歌歌手の先輩からは、歌

だけでなく、ファンを楽しませようという

姿勢も勉強させてもらっているという。「歌

を歌うことが、応援してくれるファンへの

一番の恩返し。演歌ファンの方にも愛さ

れる歌手になって、10年後も20年後も

ずっと歌を歌っていきたい」。

歌が好き。
ずっと歌い続けたい。

PROFILE　千葉県出身。２０１２年２月１日『無
人駅』でＡＫＢ４８初の演歌歌手としてソロデ
ビュー。２０１４年１月８日第３弾シングル『鞆の
浦慕情』をリリースし、オリコン週間総合シン
グルランキング初登場１位。演歌ソロアーティ
ストの１位は、４年５ヶ月ぶり。演歌ソロアー
ティストによる、デビューから３作連続ＴＯＰ１０
入りは、３９年３ヶ月ぶりの快挙！２０１５年４月２９
日待望の第４弾シングルをリリース。

岩佐美咲（AKB48)
Iwasa Misaki
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